
 

 

 令和６年度より、公立保育園が全て認定こども園となります。 

 認定こども園化に伴い、妻木幼稚園・肥田幼稚園は廃止となります。 

 こども園化に関する情報は、市の HPで掲載していますので、 

併せてご確認ください。（右のQRコードから確認できます） 

 

 

 

 これまで年長児においては、校区内の幼稚園でのみ受入れを行っていましたが、令和６年

度より、年少児・年中児と同様に、校区外の幼稚園にも申し込みが可能となりました。 

 ただし、定員を超える申し込みがあった場合、校区内からの申請児が優先となりますので

ご注意ください。（定員を超えた場合の取扱いは、募集要項 P２をご確認ください） 

 

 

 

 近年、幼稚園利用者が減少傾向にあります。申込状況によっては、著しく人数が少なく、

集団形成ができないことも想定されます。その場合、以下の対応を取る場合がありますので、

ご了承ください。 

①他学年との合同クラスの編成 

②他園への異動のご相談 

 

 

 

 

【認定こども園の入園決定方法】 

現状 毎年度、入園決定を行っている 

課題 状況によっては、毎年転園しなければならない場合がある 

 

今後 ３歳児で入園した園において、優先的に進級できるようにする 

 

 

 

 

 

 

 

 

～幼稚園入園に係る重要な点について～（必ずお読みください） 

〇年長児の申込みについて 

 

〇クラス編成等について 

 

〇公立保育園の認定こども園化について 

 

【参考】令和７年度の利用の申込から認定こども園の入園決定方法が変わります 

※幼稚園の入園希望者に直接影響はありませんが、全市的な変更点となるため、掲載しています。 

※入園先を迷っている場合は、参考にしてください。 

転園による園児の負担を減らすため… 

※令和６年度に 3歳児・ 

4歳児として入園する 

園児が、令和７年度に 

利用継続する場合から、 

本取り扱いを適用します。 


